
急傾斜地における
グラウンドアンカーの調査事例

（一社）日本アンカー協会

調査の対象

急傾斜地崩壊防止区域内に設置されたグラ
ウンドアンカー

施工後10年が経過したグラウンドアンカー
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調査の項目

 調査項目は「グラウンドアンカー維持管理マ
ニュアル」に準じて決定

 予備調査：過去の点検記録を収集し、施工時期、
本数等を確認

 頭部詳細調査：頭部コンクリートや頭部キャッ
プを撤去し、定着具、テンドンの腐食状況、防
錆油の充填、劣化状況を確認

 リフトオフ試験：残存引っ張り力の確認

 頭部背面調査：頭部背面のテンドン腐食状況、
止水具の有無、防錆油の充填、劣化状況の確認

 維持性能確認試験：施工時と同等の性能を有し
ているかを適性試験に準じて確認

 復旧：現状復旧を基本とし、補修については別
途実施予定
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予備調査

施工した年

アンカーのタイプ（メーカー、仕様）

鋼線の組み合わせ（φ12.7mm×4本等）

長さ（自由長、アンカー体長、余長）

設計荷重、定着荷重

反力構造物
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必要な情報はほとんど得られない



頭部詳細調査

頭部コンクリートの損傷、劣化状況

頭部キャップの損傷、劣化状況

防錆油の流出、防錆油の劣化状況

定着部材（アンカーヘッド、くさび、支
圧板）の腐食、劣化状況

テンドンの腐食、劣化状況

再緊張余長
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頭部部材、テンドンの腐食
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供用年数は同じでも、環境や施工品質によって結果は異なる



防錆油
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キャップ内に防錆油が無ければ当然錆びる

再緊張余長
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余長が短いとその後の調査が困難
※キャップが閉まる最大長さで余長はカットする



リフトオフ試験

残存引っ張り力の確認

リフトオフ後もできるだけ載荷する

（自由長推定、くさび除荷に耐えられるか）
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リフトオフ専用ジャッキでは
目的が達成できない

施工時と同様の
ジャッキを使用

リフトオフ試験まとめ
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y = 60.193x + 56.129

y = 13.939x + 183.59
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除 荷

 ナットタイプ→除荷が容易、ただし余長がカッ
トされたものもある

 くさびタイプ→再緊張余長、残存荷重、自由長
などの要因により異なる
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 リフトオフ試験 

頭部背面調査 
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   （図－解 4.3.38） 

 

 

…… 解除後の余長（B） 

   （図－解 4.3.38） 
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頭部背面調査

定着具背面の腐食、劣化

テンドンの腐食、劣化

背面止水具の有無

背面止水具内の防錆材の有無

背面グラウトの位置

テンドン背面部の構造
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今後の補修計画を立案するための情報も得る

頭部背面調査
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コンクリートキャッピングの頭部は
背面の状況を反映していないことが多い



頭部背面調査
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頭部キャップの頭部は背面の状況を
反映していることが多い

除荷不能な場合の背面調査
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工業用内視鏡(CCDカメラ)を用いた背面調査
（動画、静止画を撮影可能）



頭部背面調査
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適切な施工が行われていれば工法に関係なく
背面まで健全な状態に保てる

維持性能確認試験

アンカーが本来持っていた性能を有して
いるかを確認

荷重ー伸び曲線

弾性変位量曲線

クリープ
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自由長が不明の場合が多く、管理値がない
設計荷重が不明で最大荷重を決めるのが困難
腐食による破断の危険性のため荷重を抑えて試験



維持性能確認試験結果
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施工後10年経過しても適切な試験結果が得られる
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再緊張、復旧

再緊張：余長が短い場合は1本づつ緊張

頭部キャップ：Oリング、シール材、防錆
油の交換

定着部材：錆び落としor交換、くさび交
換、防錆スプレーによる保護

頭部背面部材：背面止水具の設置、防錆
材の充填

テンドン：表面の錆び落とし

その他：角度調整部材の設置
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再緊張
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アンカーヘッド

定着ラムチェア 鋼線カプラー

余長が100mm程度残っていないと通常の定着は不可能
多くの現場ではシングルのカプラーによる定着を行った

再緊張
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アンカーヘッド一体型支圧板

定着ラムチェアセット

シングルカプラーによる定着



部材の再利用
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アンカーヘッド等は表面の錆びを落とせば再利用可
ただし、くさび穴はメーカーによって角度が違うので注意が必要

頭部処理例
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頭部処理例
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角度調整
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調査結果のまとめ

27

アンカーNo. 11-B 施工年（西暦） 2003 年 工法名 EHD

タイプ EHD5-5 設計荷重 542.5 kN 定着時緊張力 542.5 kN

アンカー自由長 10.5 m アンカー体長 9.5 m 全長 20.0 m

削孔径 アンカー傾角 36.0゜ アンカー水平角 0.0゜

定着方法 鋼材断面積 493.55 mm2 降伏荷重T ys 780.0 kN

頭部処理 受圧構造物

評　　価 評価Ⅰ 評価Ⅱ 評価Ⅲ

個　　数 0 0 0

調査年月日 調査者氏名 末吉達郎 調査時天候

アンカー工法 旧タイプの有無

調査・設計資料

アンカーの飛び出し 飛び出し長 0.0 mm

荷重計の有無 残存引張り力

浮き上がり 浮き上がり量 0.0 mm

破壊・部分的な欠損

浮き上がり 浮き上がり量 0.0 mm

材質劣化・腐食

防錆油の状態

クラック幅 0.0 mm

沈下量 0.0 mm

背面の状態 背面止水具

周辺状況 遊離石灰 湧水

カルテ作成日 カルテ作成者

頭部コンクリート
1mm幅を超える程度のクラック

アンカーカルテ（個別）

【アンカー諸元】 評価

【点検結果】

アンカーの状態

頭部キャップ
支圧板

固定ボルトの脱落・腐食

防錆油の流出による汚れ

受圧構造物
数mm幅以上の連続したクラック

受圧構造物の大きな変状

背面部のテンドン腐食

※判定基準：Ⅰが１つ以上、またはⅡが２つ以上、またはⅢ以上が３以上の場合、健全性調査が必要。

ただし、各項目において評価が重複する場合は、最も悪いものを１つだけ計上する。

特記事項
・防錆油の劣化もほとんど無く、テンドン・定着具の腐食もない。
・背面部は防錆油が不足・白濁しているが、テンドンの腐食はない。
・荷重が定着時緊張力の80.5%と若干低下しているが、維持性能確認試験は問題なし。

位置図[対象アンカーの位置がわかるもの] 頭部状況[頭部の状況がわかる写真]

定期点検

頭部キャップ（アルミ製） 現場打吹付法枠

φ115mm

くさび

旧タイプでない

 無し

 無し

 無し

定着時緊張力の0.8倍以上

地盤が腐食環境(Ⅲ) 地下水が豊富(Ⅲ) 劣化・風化しやすい地質(Ⅲ)

 無し

 無し

 無し  無し

 無し

 無し

 無し

 無し  無し

 晴れ

良好

良好  無し

リフトオフ試験結果

アンカーNo.

【アンカー諸元】

荷重(kN) 変位(mm)

50 0

75 1.02

100 2.02

125 2.92

150 3.28

175 3.74

200 4.26

225 4.6

250 4.98

275 5.32

300 5.68

325 6

350 6.32

375 6.66

400 7

425 7.66

450 8.86

475 11.46

500 14.32

525 17.3

550 20.5 リフトオフ前の傾き

575 23.46 ① y=66.892x-77.619

600 26.82 リフトオフ後の傾き

② y=8.7749x+369.49

リフトオフ荷重は①と②の交点であるので

66.892x-77.619=8.7749x+369.49

x= 7.693

よって、リフトオフ荷重は

436.98 kN

11-B 試験年月日

アンカー種別（工法） EHD 5-5 設計アンカー力 542.5 kN

テンドンの仕様 φ12.7mm×5本 定着時緊張力 542.5 kN

テンドン断面積 493.55 mm2

アンカー体長 9.50 m

テンドン弾性係数 191.0 kN/mm2 残存引張力 436.98 kN

アンカー自由長 10.50 m

y = 66.892x ‐ 77.619

y = 8.7749x + 369.49
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維持性能確認試験結果

アンカーNo.

【アンカー諸元】

Td 初期荷重 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

不明 50.0 150.0 250.0 350.0 450.0 550.0

頭部変位量(mm) - 0.00 14.32 28.00 43.00 55.98 69.10

弾性変位量(mm) - 0.00 9.00 21.70 34.86 46.52 58.90

塑性変位量(mm) - 0.00 5.32 6.30 8.14 9.46 10.20

理論伸び量(mm) - 0.00 11.14 22.28 33.42 44.55 55.69

上限値(mm) - 0.00 12.25 24.50 36.76 49.01 61.26

下限値(mm) - 0.00 10.02 20.05 30.07 40.10 50.12

荷重－弾性変位量曲線

荷重－弾性・塑性変位量曲線

11-B 試験年月日

アンカー種別（工法） EHD 5-5 設計アンカー力 542.5 kN

10.50 m 逆算自由長 10.74 m

テンドンの仕様 φ12.7mm×5本 定着時緊張力 542.5 kN

テンドン断面積 493.55 mm2

テンドン弾性係数 191.0 kN/mm2

アンカー自由長

アンカー体長 9.50 m

各荷重段階での
最大荷重(kN)
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頭部詳細調査・頭部背面調査 リフトオフ試験 維持性能確認試験

まとめ

 頭部調査だけでアンカーの健全性を判断することはでき
ず、背面調査を併せて実施する必要がある

 リフトオフ試験においては荷重低下もしくは導入荷重不足
のものが多く、再緊張も考慮する必要がある

 リフトオフ試験や除荷に必要な余長がないアンカーが多
く、今後打設されるアンカーは確保できる最大余長で切断
するよう徹底する必要がある

 背面止水具は内部に防錆材の充填が無いと空気や水の遮断
ができず、効果が得られない

 リフトオフ試験で荷重の低下が確認されても維持性能確認
試験は問題ないという結果も多く、リフトオフ試験だけで
はなく、所定荷重まで載荷して確認する必要がある
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